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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府主導の経済政策や日本銀行の金融政策による円安や株高

が継続する中、個人消費の持ち直しや企業収益改善の動きが見られるなど全般的には緩やかな回復基調が継続しま

した。米国では個人消費や雇用者数の増加もあり、設備投資に弱めの動きも見られるものの、景気の回復が続きま

した。欧州では政府債務問題や地政学的リスク等の懸念材料はあるものの、景気は持ち直しの動きが続きました。

中国では景気の拡大テンポが一段と緩やかになりました。アセアン地域は一部に下げ止まりの兆しが見られるもの

の、総じて景気減速が続きました。

このような環境において当社グループは、高品質(Quality)、低コスト(Cost)、確実短納期(Time)を実現するミ

スミＱＣＴモデルの絶えざる進化に取り組んでいます。製造業の自動化需要の拡大や短納期ニーズの高まりを受

け、受注・生産・物流のプロセス革新を図ることで、受注製作（ＭＴＯ）品の国内標準納期を３日（72時間）から

２日（48時間）へ短縮し、顧客に高い利便性を提供しました。さらに、事業の国際化に合わせたオペレーションレ

ベルを向上させるため、海外各拠点への新基幹システムの導入やウェブカタログの刷新等のＥＣ基盤の強化に取り

組んでいます。また、ＦＡ（自動化）事業においては、グローバルで確実短納期化をさらに推進するため、ベトナ

ム第４工場の建設に着手し、日本・中国・ベトナム３極生産補完体制の整備に努めました。

こうした結果、新たな自動化需要、金型需要を取り込んだＦＡ事業と金型部品事業、および豊富な品揃えを武器

に積極的な営業活動を展開したＶＯＮＡ事業の販売拡大が寄与し、連結売上高は571億２千９百万円（前年同期比

18.7％増）となりました。利益面につきましては、積極的な事業拡大に向けた人材強化やＥＣ基盤拡充などの費用

増加等により、営業利益は61億８千３百万円（前年同期比5.2％減）、経常利益は60億２千３百万円（前年同期比

7.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は38億１百万円（前年同期比7.0％減）となりました。

なお、連結業績予想につきましては、平成27年５月14日に公表いたしました数値を据え置いております。今後も

積極的な事業拡大と事業基盤の拡充を継続し、売上高、利益ともに前期に引き続き過去最高を更新する見通しで

す。

・報告セグメントの業績

①ＦＡ事業

ＦＡ事業においては、ＦＡ部品の確実短納期ニーズがグローバルに拡大する中、ミスミモデルを着実に浸透さ

せ、自動車やエレクトロニクス関連業界などの新たな自動化需要を積極的に取り込んだことなどにより、主に日本

と中国の販売拡大が寄与し、売上高は272億７千万円（前年同期比14.6％増）となりました。営業利益は51億９千

５百万円（前年同期比6.2％増）となりました。

②金型部品事業

金型部品事業は、主要顧客である自動車関連業界への積極拡販活動などにより、主に中国や欧州の販売が伸長

し、売上高は174億９百万円（前年同期比14.9％増）となりました。営業利益は事業拡大に向けた費用増により11

億２百万円（前年同期比9.7％減）となりました。

③ＶＯＮＡ事業

ＶＯＮＡ事業は、ミスミブランド以外の他社製品も含めた生産設備関連部品から、製造副資材やＭＲＯ（消耗

品）等を販売するミスミグループの新たな中核事業です。取り扱いメーカー数の継続拡大により実現した生産間接

資材分野で最大の品揃えを武器に積極的な販売拡大を推進しました。また、「ものづくり」を支える生産材コマー

スサイトであるウェブカタログを刷新し、顧客の利便性向上を図ることでウェブサイトへの集客数を大幅に増加さ

せました。こうした顧客ベースの拡大に取り組んだ結果、売上高は140億５千４百万円（前年同期比30.9％増）と

なりました。営業利益は成長戦略に伴う先行経費負担により10億１千２百万円（前年同期比15.0％減）となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明

　①資産、負債及び純資産の状況に関する分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ４億１百万円増加し、1,851億８千５百万円

となりました。この主な要因は現金及び預金が20億４千８百万円減少したこと、受取手形及び売掛金が11億８千１

百万円増加したこと、有価証券が５億１百万円減少したこと、商品及び製品が20億２千５百万円増加したことなど

により流動資産が12億４百万円増加したこと、有形固定資産が１億６百万円減少したこと、無形固定資産が８億４

千１百万円減少したこと、及び投資有価証券等の投資その他の資産が１億４千４百万円増加したことであります。

総負債は前連結会計年度末に比べ20億５千５百万円減少し、498億４千５百万円となりました。この主な要因は

支払手形及び買掛金が４億５百万円増加したこと、未払金が18億９千７百万円減少したこと、未払法人税等が14億

１百万円減少したことなどにより流動負債が23億６千１百万円減少したこと、固定負債が３億６百万円増加したこ

とであります。

純資産は前連結会計年度末に比べ24億５千６百万円増加し、1,353億４千万円となりました。この主な要因は利

益剰余金が21億３千８百万円増加したことなどにより株主資本が22億円増加したこと、為替換算調整勘定等のその

他の包括利益累計額が２億４千１百万円増加したことであります。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の

71.5％から72.7％となりました。

　②キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ24億３千万円減少し、348

億３千６百万円となりました。

また、当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりでありま

す。

営業活動によるキャッシュ・フローは、８億４千７百万円の純収入となりました。この主な内訳は、税金等調整

前四半期純利益が60億２千３百万円、減価償却費が15億２千万円、のれん償却額が４億６千７百万円、売上債権の

増加額が７億８千２百万円、たな卸資産の増加額が12億９千１百万円、仕入債務の減少額が１億１千２百万円、未

払金の減少額が10億８千７百万円、法人税等の支払額が37億３千５百万円であります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、17億１千２百万円の純支出となりました。この主な内訳は、有価証券の

売却及び償還による収入が５億円、固定資産の取得による支出が20億５千６百万円、定期預金の預入による支出が

49億１千２百万円、定期預金の払戻による収入が47億１百万円であります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、16億３千２百万円の純支出となりました。この主な内訳は、配当金の支

払額が16億６千３百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間から四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しているため、前第１四半期

連結累計期間との比較数値は記載しておりません。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 連結業績予想につきましては、平成27年５月14日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期

間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 51,604 49,556

受取手形及び売掛金 44,046 45,228

有価証券 1,604 1,103

商品及び製品 21,181 23,207

仕掛品 1,946 1,735

原材料及び貯蔵品 5,249 5,191

その他 6,408 7,242

貸倒引当金 △246 △265

流動資産合計 131,794 132,999

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,899 10,620

機械装置及び運搬具（純額） 10,972 10,877

土地 3,811 3,733

その他（純額） 2,256 2,601

有形固定資産合計 27,939 27,833

無形固定資産

ソフトウエア 4,334 4,218

のれん 5,345 4,858

その他 10,923 10,683

無形固定資産合計 20,602 19,760

投資その他の資産

投資有価証券 6 42

その他 4,552 4,667

貸倒引当金 △110 △118

投資その他の資産合計 4,447 4,592

固定資産合計 52,989 52,186

資産合計 184,784 185,185
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,878 13,283

短期借入金 － 81

未払金 6,578 4,681

未払法人税等 4,460 3,058

賞与引当金 1,437 1,250

役員賞与引当金 337 88

その他 5,013 5,899

流動負債合計 30,704 28,342

固定負債

新株予約権付社債 12,017 12,245

長期借入金 － 54

退職給付に係る負債 3,538 3,664

その他 5,640 5,538

固定負債合計 21,195 21,502

負債合計 51,900 49,845

純資産の部

株主資本

資本金 6,840 6,872

資本剰余金 17,229 17,261

利益剰余金 100,947 103,085

自己株式 △73 △73

株主資本合計 124,944 127,144

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7 6

為替換算調整勘定 7,230 7,469

退職給付に係る調整累計額 △43 △40

その他の包括利益累計額合計 7,194 7,435

新株予約権 228 241

非支配株主持分 516 519

純資産合計 132,883 135,340

負債純資産合計 184,784 185,185
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 48,114 57,129

売上原価 27,085 32,974

売上総利益 21,029 24,154

販売費及び一般管理費 14,508 17,971

営業利益 6,520 6,183

営業外収益

受取利息 60 79

雑収入 45 75

営業外収益合計 105 154

営業外費用

売上割引 14 16

為替差損 114 276

雑損失 6 21

営業外費用合計 136 314

経常利益 6,490 6,023

税金等調整前四半期純利益 6,490 6,023

法人税等 2,406 2,218

四半期純利益 4,084 3,804

非支配株主に帰属する四半期純利益
又は非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△3 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,087 3,801
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 4,084 3,804

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 △1

為替換算調整勘定 △615 239

退職給付に係る調整額 0 3

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

その他の包括利益合計 △615 241

四半期包括利益 3,468 4,046

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,470 4,042

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 3
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,023

減価償却費 1,520

のれん償却額 467

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 118

賞与引当金の増減額（△は減少） △218

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △248

貸倒引当金の増減額（△は減少） 25

受取利息及び受取配当金 △79

支払利息 0

株式報酬費用 23

為替差損益（△は益） 9

持分法による投資損益（△は益） △11

売上債権の増減額（△は増加） △782

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,291

未収消費税等の増減額（△は増加） 230

仕入債務の増減額（△は減少） △112

未払金の増減額（△は減少） △1,087

その他の資産の増減額（△は増加） 106

その他の負債の増減額（△は減少） △231

小計 4,462

利息及び配当金の受取額 121

利息の支払額 △0

法人税等の支払額 △3,735

営業活動によるキャッシュ・フロー 847

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却及び償還による収入 500

固定資産の取得による支出 △2,056

固定資産の売却による収入 388

定期預金の預入による支出 △4,912

定期預金の払戻による収入 4,701

敷金及び保証金の差入による支出 △114

敷金及び保証金の回収による収入 101

その他 △320

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,712

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △18

株式の発行による収入 52

自己株式の取得による支出 △0

長期借入金の返済による支出 △2

配当金の支払額 △1,663

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,632

現金及び現金同等物に係る換算差額 67

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,430

現金及び現金同等物の期首残高 37,267

現金及び現金同等物の四半期末残高 34,836
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

（セグメント情報）

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額ＦＡ事業 金型部品事業 ＶＯＮＡ事業 計

売上高

外部顧客への売上高 23,796 15,147 10,734 49,678 △1,563 48,114

セグメント間の内部売上高 ― ― ― ― ― ―

計 23,796 15,147 10,734 49,678 △1,563 48,114

セグメント利益 4,890 1,221 1,190 7,301 △781 6,520
　

のれん等償却前セグメント利益※ 4,890 1,780 1,190 7,860 △781 7,079
　
※(参考情報)

Dayton Lamina Corporation買収にかかるのれん・その他無形固定資産の償却前営業利益

２ 報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

売上高 金額

報告セグメント計 49,678

連結子会社の決算日と連結決算日が異なる事による調整 △1,566

その他の調整額 3

四半期連結損益計算書の売上高 48,114

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 7,301

連結子会社の決算日と連結決算日が異なる事による調整 △790

その他の調整額 8

四半期連結損益計算書の営業利益 6,520
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当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結

損益計算書

計上額ＦＡ事業 金型部品事業 ＶＯＮＡ事業 計

売上高

外部顧客への売上高 27,270 17,409 14,054 58,735 △1,606 57,129

セグメント間の内部売上高 ― ― ― ― ― ―

計 27,270 17,409 14,054 58,735 △1,606 57,129

セグメント利益 5,195 1,102 1,012 7,310 △1,126 6,183
　

のれん等償却前セグメント利益※ 5,195 1,729 1,012 7,937 △1,126 6,810
　
※(参考情報)

Dayton Lamina Corporation買収にかかるのれん・その他無形固定資産の償却前営業利益

２ 報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

売上高 金額

報告セグメント計 58,735

連結子会社の決算日と連結決算日が異なる事による調整 △1,805

その他の調整額 199

四半期連結損益計算書の売上高 57,129

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 7,310

連結子会社の決算日と連結決算日が異なる事による調整 △1,176

その他の調整額 49

四半期連結損益計算書の営業利益 6,183
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（補足情報）

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１ 地域に関する情報

(1)売上高

（単位：百万円）

日本 中国 アジア アメリカ ヨーロッパ その他 計

26,278 6,114 6,509 5,730 2,599 882 48,114

(注) 売上高は当社グループの本邦と本邦以外の国又は地域における売上高であります。

(2)有形固定資産

（単位：百万円）

日本 中国 ベトナム アメリカ その他 計

10,278 6,553 4,430 2,143 1,417 24,823

　

２ のれんに関する報告セグメント別情報

（単位：百万円）

金型部品事業

当第１四半期

連結累計期間償却額
406

当第１四半期末残高 5,811

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１ 地域に関する情報

(1)売上高

（単位：百万円）

日本 中国 アジア アメリカ ヨーロッパ その他 計

30,307 8,098 7,615 7,041 2,915 1,150 57,129

(注) 売上高は当社グループの本邦と本邦以外の国又は地域における売上高であります。

(2)有形固定資産

（単位：百万円）

日本 中国 ベトナム アメリカ その他 計

10,235 8,286 4,910 2,794 1,605 27,833

２ のれんに関する報告セグメント別情報

（単位：百万円）

金型部品事業

当第１四半期

連結累計期間償却額
467

当第１四半期末残高 4,858
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